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昼休みの３学⾷堂混雑してるの、
なぁぜなぁぜ？
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41.調査対象とする⾷堂 導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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52.問題背景

とても感じている
39%

感じている
52%

どちらともいえない
!"

感じていない
#" 全く感じていない

$"

! 学⾷堂で混雑を感じているか

!"# !"#$%&'()

!"#$

社⼯開設科⽬ 計"" 講義の授業形態の変化
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" !

# !

$ !
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& !

' !

( !

) !

* !

!"#$ !"!" !"!# !"!! !"!%

５年間の授業形態の変化 !"#$$%

対⾯ オンライン オンライン併⽤ 開講せず

&'&&年度( &'&)年度 *+,-. /01
23453. 67

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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63. ３学⾷堂の様⼦
*&+&',**-'' . *)-'', 撮影

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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74. 問題提起

昨年度より89:;<=9> が増加している

89: ?@ $A)9>B CD =)

!"#$% &' ()*+,%--

!"#$%&'()*+,---

!"#$%&'( !"#$%&

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

本来の椅⼦の数：!"# 脚
&'&)+**+/ 時点：$"脚
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85. 混雑の要因

!"# $%&

'()*+,*

-./0$ 123
!!"#$%&'( "

問題点の羅列をしてから問題提起

456$ 57$89

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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96. 仮説と⽬標

⼤学内の学⽣増加 無駄なスペース
利⽤⽬的の変化・多様化

!"#$ %&'(")*+

座席数の減少

#$ .%/012 3 4 5 6 % 7 8

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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7. 介⼊案

!"#$%&

=>?&

!"#$%&
'()

*+"&
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. ! /012
3456

DEFGHI?
JK

78'9:
;<

LMNO
PQRS

01-2

TU%V/ !"

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

WXYZ
34
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118.事前アンケート調査

調査⽅法：WEBアンケート
調査対象：筑波⼤学の学類⽣・⼤学院⽣
調査期間：2023年11⽉8⽇〜11⽉9⽇
サンプル数：６１（有効回答数５４）

・基本属性（学群・学年・性別）
・３学⾷堂の利⽤の有無
・３学⾷堂の利⽤時間帯
・３学⾷堂の利⽤⽬的
・混雑を感じるか
・混雑時の対処法
・他スペースがあったら利⽤したいか

基本属性（学群）

基本属性（学年） 基本属性!男⼥⽐%主な調査項⽬

理⼯学群⽣ ：５５名
⼈⽂・⽂化学群⽣：１名
社会国際学群⽣ ：３名
⽣命環境学群⽣ ：１名
⼤学院⽣ ：１名

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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128.事前アンケートを踏まえた提案内容

混雑を感じる理由 &'($

78'=6

!"#$%&'(

" ) #" #) !" !) %" %)

机は空いているが、イスが⾜りない

席があくまで時間がかかる

⾷堂が狭い

⼈数分の席がない

⼈が多い

>?'@ABCDE
@FG'HAIJ⼈数分の席がない

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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138.事前アンケートを踏まえた提案内容

⾷堂の利⽤⼈数 &')(

!"# !"#$%&'()*+,

KLK4MDNOP

!"#$%&'(

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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148.事前アンケートを踏まえた提案内容

空き教室を利⽤したいと思うか
&')(

QRS' !"#$% A
TUVWBC2XYZ

TUVWBC'[\

)%*+
とてもそう思う

%&'

そう思う
!"#

どちらとも⾔えない
%&"

そう思わない
'"

全くそう思わない
$"

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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15

!""#$ %"&' ()*

9.ヒアリング

⾷堂の問題には取り組みたいが、きっかけがなかった。
より良い⾷堂を作るために積極的に協⼒したい！

-./01234567

-89$:;<=5>?@'

-A5B7CD

-EFGHIJKL5MN

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

11/2(⽊)15:00~16:00 スチューデントプラザ2階

15

1610.介⼊実験（計測の⽅法）

計測⽇ ：11/14(⽕)〜12/13(⽔)
計測時間：11:00〜13:00

設置の様⼦

使⽤したカメラ

ぼかしを⼊れて撮影 収集データサンプル

0分おきに各座席を
「空席」「着席」「荷物」で分類 カメラの設置箇所

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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1710.介⼊実験のスケジュール

"" ] "# ^_`a b cdef

"" ] $" ^_`a b 78=6

"$ ] " ^_ga b hHOPij

"$ ] %̂ _ka b lmn$op

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

!! ⽉!%⽇〜 !! ⽉"! ⽇〜 !" ⽉! ⽇〜 !" ⽉$⽇〜
従来通り 〇 × × ×
椅⼦増加 × 〇 〇 〇

座席配置換え × × 〇 〇

教室誘導ポスター掲⽰ × × × 〇
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1810.介⼊実験 ①

!!"!#$ 従来通り

-./012345678
-9:;<=0>?@
-AB0C3

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

1⼈掛け机
2⼈掛け机
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1910.介⼊実験 ②

!!"%!$ 椅⼦増加

-./D ! E7FG
-=,HIJ%KLMNMOP

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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2010.介⼊実験 ③

!%"!$ 座席配置換え

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

-=DQRSTUVWXVD
YZ

-AB[:0A\]̂ 3
_ "#$%`aDbc

-=de,fQ[./Dghi(
jklL*m &%
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21導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望10.介⼊実験 ④

!%"&$ ポスター掲⽰ ・⾷堂周辺と３3２階の掲⽰板に掲⽰
・⾷堂に近い空き教室利⽤の周知
（３3&'),)3&'1 など）
・「教室は⾃由に使える」ことを周知

21

2211.実験結果
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介⼊前 椅⼦の追加 座席配置換え ポスター掲⽰

介⼊項⽬別 座席占有率
11時40分〜12時00分

椅⼦の増加・・・・-26％
座席配置換え・・・-20％
ポスター掲⽰後・・-15％

利⽤者数のピーク

利⽤者が少し増加
（ピーク時の占有率約!' ％増）

椅⼦の増加( 座席配置換え

ポスター掲⽰

効果なし
**-0' 時点の介⼊前との差

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

22

23

'

0

*'

*0

&'

&0

)'

)0

1'

10

0'

介⼊前 椅⼦の追加 座席配置換え ポスター掲⽰
着席 荷物

11.実験結果

単位時間あたりの介⼊別座席利⽤⽤途 ・配置換えをしたことで
利⽤者数が増加した

・椅⼦を増やしたことで
椅⼦に荷物を置く⼈が
増加した

・ポスター掲⽰による
⼈の分散は図ることが
できなかった

!席%

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

#$*!+

,"*, + -)*! + -(*. + -,*- +

!(*, +

!)*( + !#*%+

23

24

! 椅⼦の増加によって)⼈以上の利⽤が増えた

11.座席利⽤の変化
**-0'介⼊前（**+*1） 椅⼦の増加（**+&1）

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

利⽤者数(. ⼈ 利⽤者数)! ⼈
! ：着席
! ：荷物
! ：空席

24
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2511.座席利⽤の変化
椅⼦の増加（**+&1） 座席配置換え（*&+0）

! 机の配置を変えたことにより、中央に⼈が座るようになった
利⽤者数が*4&倍に増加

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

利⽤者数)! ⼈ 利⽤者数.. ⼈

**-0'

! ：着席
! ：荷物
! ：空席

25

2611.座席利⽤の変化
座席配置換え（*&+0） ポスター掲⽰（*&+**）

利⽤者数.. ⼈ 利⽤者数)) ⼈

! 利⽤の傾向には⼤きな変化なし

**-0'

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

! ：着席
! ：荷物
! ：空席
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2711.実験結果

ポスター掲⽰前（!"() 撮影）

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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28導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望11.実験結果

ポスター掲⽰後（!"(!!*!& 撮影）

はい
$#

いいえ
%&#

5#2$

ポスター掲⽰に気づいたか

qr &

28
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調査⽅法：WEBアンケート
調査対象：筑波⼤学の学類⽣・⼤学院⽣
調査期間：2023年12⽉12⽇〜12⽉13⽇
サンプル数：８９

・基本属性（学群・学年・性別）
・３学⾷堂の利⽤の有無
・混雑をどの程度感じるか
・席に座りやすかったか
・利⽤時の快適さ
・ポスターに気づいたか
・空き教室の利⽤の有無

基本属性（学群）

基本属性（学年） 基本属性!男⼥⽐%主な調査項⽬

理⼯学群⽣ ：３３名 ⼈⽂・⽂化学群⽣：３名
社会国際学群⽣：２５名 情報学群⽣ ：２名
⽣命環境学群⽣：１４名 医学群⽣ ：１名
⼈間学群⽣ ：６名 その他 ：５名

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望12.事後アンケート結果

29

3012.事後アンケート結果

昼休みの⾷堂で混雑を感じたか（回答数⽐）

効果はほとんどなし

混雑を「感じた」
「とても感じた」

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

&!％

"％

'(#

&!％

!' ％ )%％

&#

(' ％

!%％ &(％

)' ％

&(％ (( ％

(％ ' ％

"+

#"+

!"+

%"+

("+

)"+

."+

-"+

,"+

$"+

#""+

介⼊前-!"$#. 椅⼦の追加-!"(*. 座席配置換え-!"(,. ポスタ−掲⽰-!"('.

とても感じた 感じた どちらともいえない
感じなかった 全く感じなかった

介⼊前

椅⼦追加後

座席配置換え

教室誘導ポスター掲⽰

座席配置換え

OPQRSS

混雑感の
減少
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3112.事後アンケート結果

席は座りやすかったか（回答数⽐）
「座りやすかった」

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

利⽤者の声
「座れる⼈は増えたが、

狭くなって座りづらい」

「座りやすかった」
「とても座りやすかった」)( ％

'$ ％

!( ％
*％ ' ％

!* ％

!( ％

&％
!&％

&％

'& ％

$)％

'* ％

!%％ )&％

"+

#"+

!"+

%"+

("+

)"+

."+

-"+

,"+

$"+

#""+

介⼊前-!"$#. 椅⼦の追加-!"(*. 座席配置換え-!"(,. ポスタ−掲⽰-!"('.

とても座りにくかった 座りにくかった どちらともいえない
座りやすかった とても座りやすかった

介⼊前( 椅⼦の増加

座席配置換え

TPQU

VW?XYQU

回答者の+,％が座りやすかったと回答

31

3212.事後アンケート結果

⾷堂利⽤は快適だったか（回答数⽐）

「快適だった」
「とても快適だった」

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

&％

($％

"％ &％

'( ％

'& ％

!) ％
(" ％

*％

(' ％

$)％
&"％

&％
)&％ )&％

"+

#"+

!"+

%"+

("+

)"+

."+

-"+

,"+

$"+

#""+

介⼊前-!"$#. 椅⼦の追加-!"(*. 座席配置換え-!"(,. ポスタ−掲⽰-!"('.

全く快適でなかった 快適でなかった どちらともいえない
快適だった とても快適だった

椅⼦の増加

座席配置換え

n,opqrstuvwx,y[lz

I0{|RMi}~M•€%•‚ƒ„

YZQU

[\ ]^(_*+,
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3313. 事後アンケート分析

!

!

!
（点）

!

! ,&

"

" ,&

#

# ,&

$

$ ,&

%

%,&

&

介⼊前 椅⼦増加 座席配置換え ポスター掲⽰

介⼊項⽬別の混雑感

/&'()0
!*! ±"*-

/&'!.0
!*)±"*$

/&'!,0
%*%±"*,

/&'!#0
%*!±"*,

!

!"#$%&'()*+, -" #&'()*+,
."#/012345+, 6" #&'()*7
8"#293&'()*7

! ：⼀元配置分散分析
（-./01 法による多重⽐較検定）結果

有意差あり !"#"$"%&%'
図中の数値は平均値と標準偏差を⽰す。

6,4,各介⼊は混雑感の減少に寄与した？

座席配置換え介⼊前

座席配置換え椅⼦増加

椅⼦増加介⼊前
ポスター掲⽰座席配置換え

33

3413. 事後アンケート結果の分析

!

!

!

!
!

（点）

!"#293:;<=>?7 -"#:;<=>?7
."#/012345+, 6"#:;@%>?7
8"#293:;@%>?7

! ：⼀元配置分散分析
（-./01 法による多重⽐較検定）結果

介⼊前 椅⼦増加 座席配置換え ポスター掲⽰

介⼊項⽬別の座りやすさ

有意差あり !"#"$"%&%'
図中の数値は平均値と標準偏差を⽰す。

/&'()0
!*! ±#*)

/&'!.0
%*!±"*$

/&'!,0
(*! ±"*)

/&'!#0
%*,±"*-

6,4,各介⼊は座りやすさに寄与した？

座席配置換え介⼊前
座席配置換え椅⼦増加

ポスター掲⽰座席配置換え

椅⼦増加介⼊前

34

3513. 事後アンケートの分析

/&'()0
!*. ±"*-

/&'!.0
%*%±"*-

/&'!,0
(*"±"*.

/&'!#0
%*,±"*-

! ：⼀元配置分散分析
（-./01 法による多重⽐較検定）結果

有意差あり !"#"$"%&%'
図中の数値は平均値と標準偏差を⽰す。
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介⼊前 椅⼦増加 座席配置換え ポスター掲⽰

介⼊項⽬別の快適さ

!

!

!

!
（点）

6,4,各介⼊は快適さの向上に寄与した？

椅⼦増加介⼊前

座席配置換え椅⼦増加

ポスター掲⽰座席配置換え

座席配置換え介⼊前
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3614.２班反省会

ポスター掲⽰はあまり効果がなかった。
…†‡ˆ‰Š‹Di<MŒk•Ž,••D‘’“L* しかない！！！！

じゃあ相席すればいいじゃないですか。私、全然⾏けますよ。
今の⼤学⽣は⾏けないんですか？

ちょっとそれは厳しいですね、、、
知らない⼈がいるテーブルに座りに⾏くのは勇気がいる。⾃分からは⾏けないです。

６⼈がけの机は１⼈や２⼈で使っている⼈がいると空席がもったいない。
分析している中でそのパターンが多かったと感じた。

学⽣が、座席まで誘導すればいいのではないでしょうか。まかない付きで。

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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37導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望15.空き教室誘導と相席のお願い

実施内容：空き教室利⽤の周知と
相席のお願い

実施⽇ ：12⽉13⽇（⽔）
実施時間：11:25-12:00
誘導者 ：佐々⽊・渡部・上杉
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介⼊項⽬別 座席占有率

! まかない付き
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3815.空き教室誘導と相席のお願い

相席協⼒者へのヒアリング

誘導実施者の感想

・最初は相席と⾔われて驚いたが、とても楽しい時間を過ごせた
・最初はただ机を共有するだけならと思っていたが、
せっかくの機会だからと話してみたら楽しかった

・普段と違う専⾨分野や国の話が聞けた
・普段留学⽣としてはあまり⽇本⼈のグループに話しかけに⾏けないから、
「相席」という形で話すことができて嬉しかった

・ただ通り過ぎてるのか、席の空き具合をチェックしているのか判断しにくい
・既に座っている側にも事前に話をしておかないとスムーズに⾏かない
・相席を好まない⼈もいるため、誘導が最適解とも⾔い切れない

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

38

39

座席配置換え

1⼈利⽤者の為の対策が必要

16.介⼊実験結果からの考察

窮屈さの減少

混雑を感じる程度の減少・利⽤者の増加

[\]^)*+ 5`a,bcd?ef

・中央部を開ける
・机の向きをかえる

・机同⼠の間隔を広げる

混雑緩和への効果

3〜6⼈のグループ利⽤しやすい
中央の席利⽤増加

相 席

会話の場の形成

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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4017.より快適な３学⾷堂を⽬指して

!"#$%&'()

＜事後アンケートより引⽤＞

「とても便利でした、今後もこんな感じがいいです」

「170⼈程のグループで利⽤するのにちょうどいい規模だと思いました」

「今の配置がいいと思います」

１０⼈ほどで勉強をしているグループが６⼈がけの机をくっつけていた
＜実際にあった事例＞

( ⾃由に座席を使えるよう周知！

新配置の継続

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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4117.より快適な３学⾷堂を⽬指して

知らなかった
(')

知っていて利⽤していた
"#

知っていたが利⽤しなかった
!#

⾷事のために空き教室を利⽤できることを・・ *+,-'./'01

ポスター掲⽰による周知ができなかった

空き教室を利⽤したい⼈は多く存在する
（事前アンケートより回答者の+%/$&が利⽤したいと回答）

ポスター掲⽰後のアンケートで
(' ％が空き教室の利⽤可能を認知していない

・ポスター掲⽰場所の⼯夫と継続的な掲⽰
・他の媒体での周知（学類LINEなど）
・新⼊⽣向けに⼤学の⾃由利⽤場所の周知

&'.)

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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4217.より快適な３学⾷堂を⽬指して

234'567

京都⼤学：
&'&*年度 昼休み!* 分延⻑（感染症対策の収容⼈数制限による混雑緩和策）

&'&&年度以降 昼休みの延⻑措置を継続（昼休みに⾷堂等が混雑することを回避するため）
３限以降の時間割を後ろ倒しに

・昼休み時間の延⻑
・３限体育の撤廃

混雑のピークは!!"#$ b !%"$$
混雑時の対応はghi$jW'k が最多

昼休みにゆとりがあれば
ピーク時間の利⽤者数を分散させられる

東京⼯業⼤学：00分( 20分に変更 横浜国⽴⼤学：2' 分 九州⼤学：2' 分

lmn5opq !!"#$ r !#"!$

・⾃転⾞移動を考えると、３限体育の場合昼休みの時間が削られる
・0' 分間という制限があると⼈が集中するのは避けられない

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望
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4317.より快適な３学⾷堂を⽬指して

・相席OKの札
・可動式パーテーション

8"'79:;*3<=>

席は空いているが
誰か１⼈でも座っていると座りづらい

相席を頼んで断られたら
どうしようという不安

⾃分の空間でくつろぎたい⼈もいる

無駄なスペースが出来てしまう

!
"

23！

導⼊ 事前調査 介⼊実験 実験結果 事後調査 追加実験 考察 展望

! ：着席
! ：荷物
! ：空席
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4518. まとめ
背景

) % * +

!"#$%&'(

＠３学⾷堂

謝辞
学⽣⽣活課 厚⽣担当係⻑

奥村啓様
学⽣⽣活課 学⽣⽀援チーム

岡⽥隼樹様
システム情報エリア⽀援室

増⽥正裕様

⽬標 事前調査

・少⼈数での⾷堂利⽤ 多
・⼈数分の席がない
・空き教室利⽤に積極的

学⽣⽣活課も
⾷堂の変⾰に協⼒的

アンケート

ヒアリング

介⼊実験

① 椅⼦の増加
② 配置換え
③ ポスター掲⽰
④ 相席誘導

実験結果

椅⼦増加：.&2％
配置換え：.&'％
ポスター：. *0％

''0#%時点の介⼊前との差

今後の展望

・座席配置換えの継続
・空き教室の周知
・時間割の⾒直し
・相席のしやすい空間づくり
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